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【発熱、喉の痛み、咳などの症状があり受診したい場合は】　かかりつけ医や身近な医療機関に相談　【受診するか、救急車を呼ぶか迷った場合は】　千葉県救急安心電話
相談☎♯7119（局番なし）または03-6810-1636平日・土曜日18時～翌朝８時、日曜日・祝日・年末年始９時～翌朝８時

　自転車は気軽に利用できる便利な乗り物ですが、交通ルールやマナーを
守らない運転は、重大な事故の原因にもなります。ルールやマナーを守
り、交通事故を防止しましょう。

5月は自転車安全利用推進強化月間

問市民活動推進課市民安全係☎33-4435

■ ここがポイント
■■ タイヤの空気圧やブレーキの効き具合などの点検をしましょう
■■ ヘルメットを正しく着用しましょう
■■ 自転車は原則、車道の左側を通行しましょう 
■■ 二人乗りや他の自転車と並んで運転することはやめましょう
■■ 携帯電話、イヤホンなどを使用しながらの運転はやめましょう
■■ 傘を差しながらの運転はやめましょう
■■ 薄暗くなってきたら、早めにライトを点灯し、反射材も取り付けましょう
■■ 飲酒運転は絶対にやめましょう
■■ 自転車保険(賠償責任保険)に加入しましょう

今日はどの公園に行く？
市内の特色ある公園を紹介

広報レポーター
桟敷野ふじみ（武西学園台）

　息子が1歳の時に印西市へ引っ越してきて12年が過ぎました。印西市は公園の数
が多く、毎日のように子どもと一緒にいろいろな公園で遊んだことを思い出します。
そこで今回は、市内の特色ある公園について紹介したいと思います。
　まず大きな公園といえば、県立北総花の丘公園や牧の原公園ですね。どちらも季
節の花がきれいでピクニックが楽しいです。花の丘公園ではオタマジャクシの観察
ができることも。牧の原公園の築山では、斜面を登ったり降りたりするだけでも子
どもたちは楽しそうです。そして疲れてくれます。
　長い滑り台で有名なのは、木下交流の杜公園や萩原公園。萩原公園の芝生広場は
とても広いので、ボール遊びや追いかけっこが思いきりできます。
　千葉ニュータウン中央地区の大塚前公園には、大きな砂場やブランコ、カラフルな遊
具もあり、いつもにぎわっています。その近くにある小倉台東児童公園（通称、ぞうさん公園）には、最近の公園ではあまり見られなくな
った鉄棒があり、鉄棒の練習をする子どもたちをよく見掛けます。どちらも小倉台図書館に近いので、帰りに絵本や紙芝居を借りるのも
いいですね。
　スポーツ競技場のイメージが強い松山下公園の中にも、子ども向けの公園があります。登り棒やロープのジャングルジム、雲

うん

梯
て い

の他、
オブジェのような遊具もあり、子どもの自由な発想で遊べます。珍しい遊具といえば戸神台東街区公園（通称、ぐるぐる公園）、お散歩が

てら足を運んで「ぐるぐる」の由来ともなっている遊具で
遊んでみてください。
　ごく一部しかご紹介できていないのですが、特色のある
公園が多いことが伝わるでしょうか。
住宅街の中に点在する公園にも、それ
ぞれに面白い特徴があります。皆さん
もぜひ、お子さんと一緒にお気に入り
の公園を見つけてみてくださいね。

牧の原公園にある築山

▲今年度の各月の
レポートはこちら萩原公園にある滑り台 小倉台東児童公園にある滑り台と鉄棒

　スズメバチは毒が強く、他者への攻撃性も高い危険
なハチです。市ではスズメバチの巣を駆除する際に、
駆除費の一部を補助しています。
　なお、巣の駆除が行われなかった場合の出張費や、
スズメバチ以外の巣の駆除費は対象外となります。
◎ 補助金額…駆除費の2分の1（上限5万円）。※100円
未満の端数が生じた場合は切り捨て
対巣がある土地および家屋の所有者、または管理を委託された人
他スズメバチ以外のハチの巣の駆除などに使う防護服の貸し出し可
申事前に下記へ。※巣の駆除は市が指定した業者が実施
問環境保全課指導係☎33-4495

スズメバチの巣駆除費の一部を補助

　イノシシが子育てを行う季節となりました。特
に子どもを連れたイノシシは危険ですので、目撃
した場合には大声を出したり近寄ったりして刺激
することを避け、落ち着いてその場から離れてく
ださい。
　また、人間を恐れなくなってしまうため、小さなイノシシ（ウリ坊）であ
っても絶対に餌を与えないでください。
問環境保全課鳥獣被害対策係☎33-4439

イノシシにご注意

原稿をお寄せください原稿をお寄せください

市史研究誌「印西の歴史 第16号」市史研究誌「印西の歴史 第16号」

◎刊行…令和8年3月(予定)
◎ 募集内容…印西市を中心とした地域の歴史、民俗、自然などに
関する研究成果（論文、研究ノート、資料紹介など）で未発表の
もの
※採否については印西の歴史編集委員会で審査し決定
申5月31日㈯までに原稿の種別、タイトル、原稿のおおよその分
量（図表、写真を含む）、住所、氏名、連絡先を下記へ
問木下交流の杜歴史資料センター☎40-3500（月曜・祝日を除く）
rekicenter@city.inzai.chiba.jp 40-3501




